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；る
。4
.ほ
支
出
が
吹
入
^*
超
過
.す
る
場
合
で
あ 

.
S、
衝
は
收
入
取
支
出
^
超
過
ず
を
場
合
.で
我
：る
。
論
理
的
に
は
、..此
れ
等
双
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ê̂
oirt

，
容

，

-
 
H 

_
 
“

以

上
5 6
:馨

は
0

&

&
-'
-:

敎

撐

の

說

怒

签^

同
-

^

あ

髮

秦

賢

上

ニ

：

「

九
^

に
现
れ
た
と
と
も
異
論
が
な
い
。
'從
つ
て
、
本
書
の
.報
^
#
達
も
亦
、主
と
し
て1

九
ニ
九
苹
を
出
發
點
と
し
て
赤
字
財
政
の
調
丧
を
進 

め
.て
居
：る
.0:
然
ら
ば
、斯
る
赤
字
財
政
0
調

丧

と

分

析

と

，
の

結

报

、
如

何

な

”る
結
論
が
導
き
|

れ
る
か
。
0
^
1

は
#
太
利
の
f

を 

例
示
.し
そ
背
業
擴
.火
：
の
，
胺

理

を

主

.張

.す
る
ぺ
？.：..44̂

タ
 ̂

進

ん
.

で
坐
產
性
^
獲

得

に

向

つ

そ

寅

る

，こ

.と
，は

.、
^

代

財

戴

 

つ

の

場

合

：に
於
て 

看

：る.こ
.と
が
出
來
る
0
,一
：
は
：
フ
；
ァ
ッ
ぶ

'ョ
：
形

態

：：
に

依

.る

#
太

利

•
獨

乙0
統
制
經
濟
及
びK

 
メ
リ
.友
合
衆
國
0:
一！
ラ
政
策
.で
あ
り
、
他
は 

勞

農

蜃

の
.訃
截
經
清
で
あ
.る
-0
背
業
論
を
@

_
ず
れ
：ば
.、
論
理
上
當
然
に
こ
の
：訛
畫
經
濟
論
が
統
制
經
濟
論
か
に
發
展
す
る
。

1

8
 

も
亦
、「

_

發
恐
慌
の
疫
病
.か
ら
：逃
れ
る
嘥
^
<p
途
は
統
制
經
濟
に
お
る

 ̂(

.
1
1
,
: 

.;pv.(45̂

と
謂
つ
て
居
る
o
伹
し
彼
れ
が
斯
る
統
制 

經
濟
の
'..
现
論
を
.論
述
也
：ず
、
ま
た
兆
總
桮
的
：.な
み
具
體
的
政
策
を
も
提
示
し
て
'居
^
ぬ
o'
fi
-

_
遺
憾
で
あ
る
。.
.

1..

切

の

經

濟

調

茶

'が 

ぞ

ぅ

で

あ.苓
や
ぅ
:̂
.、
'漸
字
財
政
；の
_

资
も
亦
そ
れ
だ
け
で
は
價
値
，が
な
 ̂

理
論
の
'
認

識

か

具 

體
的
政
策
.の
振
歌
か
.が
必
要
で
赵
る
尸
•:
,
!

;':
:

,■
:
.;■
■
:

.■:
'

:

'

.

:パ 

取
£
敎
授
は
薇
字
財
政
の
：現
象
を
：主
と
1>
!
て
i

下
落g

直
接
的
原
因
如
ら
說
明
しV

居
る
が
、.
此
覩
象
は
資
本
主
®
と
の
本
質
的 

關
聯
に
.於
て
說
明
理
解
さ
る
べ
き
で
は
な
：か
.ら
ぅ
か
。
惟
ふ
1C
-
、
双
⑽
®
木
主
義
の
生
誕
ば
瞥
察
國
家
を
變
じ
て
自
出
主
義
國
家
た
ら 

し
め
た
！
痛
家
の
自
巾
主
義
的
斑
念
.は
則
ち
ち
の
經
觀
的
故
動
0
鹏
縮
で
あ
る
。
,:
-
'謂
は
や
ぺ
そ
©
.時
代
.に
於
げ
’る
國
家
0 

は
、、
..私
的
資
本
於
そ
0:
全
較
の
.作
用
.を
發
揮
す
る
爲
め
に
.必
要
な
る
社
會
的
秧
序
を
作
0
出
す
こ
と
で
あ
つ
た
0
そ
れ
と
同
時
に
、
資

ノ 

.

-

-

.

 

.

.

■

 

.

 
-

.■
■
.

.

本
の
活
動
に
不
適
當
な
る
領
域
が
僅
か
に
國
家
活
動
'の
た
め
.
'に
殘
：さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
0
從
つ
て
、
國
家
は
こ
の
1
機
能
を
遂
ー
了
す
る 

た
め
に
必
要
な
る
經
费
を
强
制
獲
得
に
よ
る
租
税
に
仰
い
だ
。
こ
の
意
味
に
於
て
.資
本
主
義
經
濟
と
祖
税
國
家
：と
は
不
可
分
の
關
係
に 

あ
る
と
謂
へ
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
資
本
主
義
の
進
行
は
國
家
機
能
そ
れ
，：：：體
の
變
形
を
必
然
的
の
も
の
と
し
た
。
即
ち
資
本
裏 

發
股
の
過
程
に
於
て
坐
ず
る
社
會
的
摩
擦
の
除
去
策
と
し
て
の
社
#
政
策
的
活
励
の
發
生
で
あ
る
。
假
り
に
こ
れ
を
狹
義
の
社
會
的
國 

家
と
謂
は
ふ
:0
然
ら
1ば
斯
る
社
會
的
國
家
は
何
を
招
來
す
る
か
0
.國
家
活
動
の
結
艰
が
間
接
的
に
何
等
か
の
經
濟
的
收
益
を
蔚
ら
す
な 

ら
ば
、共
の
爲
め
に
使
用
さ
れ
る
經
费
は
兎
に
角
生
靡
性
を
も
つ
も
の
と
謂
べ
る
。
然
る
に
、
斯
る
社
#
政
策
的
诉
励
に
必
要
■な
る
經
費 

は
直
接
に
は
何
等
の
生
產
性
を
も
持
た
ぬ
。
故
に
此
：經
費
；は
經
費
農
と
し
て
看
れ
ば
、
讓
を
重
應
す
る
以
外
の
何
等
の
讓
を
も 

有
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の•：

こ
と
は
國
家
の
貧
闲
化
、
從
つ
て
坐
ず
る
租
稅
_
家
.の
危
機
を
意
味
す
る
で
あ
ら
ぅ
0
國
家
の
贫
闲
化
を
齎 

ら
す
他
の
原
因
は
國
家
自
體：

の
'外
敵
に
對
す
る
强
.力
化
に
必
耍
な
る
經
费
の
吏
出
に
あ
る
。
資
本
キ
is
の
發
展
は
帝
國
生
義
的
活
動
と 

必
^
的
に
連
繫
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、斯
る
經
费
の
支
出
も
亦
資
本
由
義
經
濟
組
織
に
伴
ふ
.
然
性
を
も
つ
も
の
と
P'
は
な
げ
れ
ば
、 

な
ら
ぬ
。
經
，跋
膨
腿
CO
-
.现
.象
が
必
然
的
で
.あ
り
*
.：然
か
も
W
發
恐
慌
o.
深
刻
化
：に
依
て
.收
入
0
減
退
が
招
致
せ
.ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば 

赤
字
W

政
^
現

象

は

愈

成

楚

化

し

そ

：行

ぐ

で

あ

&

ぅ
0
義
れ
^
も
ぜ
；よ
、
^
字
財
政
の
^
«0
に
は

、0

|
ロ
'の
謂
^

1>
:
:亡
の
收
入
減
ど
同
時
£
、
經
费
膨
脹
な
胁
會
理
論
的
解
明
が
必
要
で
あ
る
。'
.
.左
に
.
^
此

：の
問

題̂
■
す
^

ロ'
. 

H、

ブ
：

ゲ
：：

，の

說

明

を

.引

用

十

.：

.：
書

、

'

 

:

::
一

 

.

.

，

.

' 
n
證

ゆ
^

¥

,
的

ば

從

ふ

財

政

的

裔

形

寧

に

1 7

ぎ
汔
认̂

ら
、_

歷
史
的
發
展
は
1
”
；
國

家

觀

、
：：：國

家

理

臌

、
讓

 

ぼ

re

.反

巧

る

。

國

家

島

の
#

隹

^

^

*

ー
の
齡
由
理
想
^

ヴ
文
'化

國

理

辍

件

の

叢

、
へ

.更
i p
^
 

福

張

と

結

ガ

付

義

濟

樊

赛

置

義

藎

|

れ
忆
#

ふ

證
S

屋

g

的

-
軍
國
主
義
的
强
調

.の
た
め
に
、
國
家
經

費

の

雪

崩 

'.
>

敗
®
^
.
露

し
 

S

.七
 

C

1

A

S

D



-

1

1
 

I

四
八
：

2
八
_

>

ゆ

舭
於
膨
膨
淞
街
ず
が
蘇

(

致
”

菸

4
9

)

と
。

.

，
.
‘ 

'
-
'
, 

;

卜
：

I
M
O
n

®1
呤
此
書
&
藤

基

_

的
論
來
&
奈
然
緣
い
.0
植
权
が
各
國
赤
第
肽
政.
&調
森
よ
1)
;
:養
石
結
論
は
單
に
遞
路
起
し
セ̂ ̂

統
制
經
敗
_
請
釦
&
;̂
:;
於
ば
で
取
^
各
权
ぬ
關
1;
.て
も
、
喊
だ
方
府
^
指
积
^
る
だ
け
セ
は
：餘
細
な
る_
:
.に
.は
及

ん

で

：
居

ら

ぬ

 ̂

飾
述
じ
た
如
く
、
：.此
書
は
年
少
硏
究
组
の
調
奢
發
表•し
：、
併

せ

て
0
&§
,

の
簡
單
な
.る
序
文
と
結
論
と
を
付
し
た
だ
け
の
も
の
で 

魟

が

如

が

、
：
：

^
れ
だ
成
上
の
抓
电
衆_
財
_
ぬ

關

^

汝

科

學

的

究

明

を

求

め

る

爻

^

は
無
理
宠
あ
，
ら

ぅ

？

«

&

。

げ自

身
:<
?
:
'し

て

は

、
財
 

政
學
i
( D
:

尨
場
伽
ら
こ

れS

翁
を
邀
礎
と
し
.て
_
論

.の
服
開
®

み
冬
で
あ
あ
.
 ̂

V
こ

'

吾
次 

^
ル
、
：_此
會
も
亦
ぞ
の
場
合
に
於.で
は
じ
め
.て
充
分
蜞
る
債
値
^
ル
っ
^
至〖

る
の
.で
..ぁ 

：

, :
.

?
へ

.

：

,

最

.

.
近

.經
濟

'文
'.
'献

：

•
::■
;
:

(

昭
和
九
.年
十
月
ニ
十
日
調V::

'

-
-II
' 

: 

. 

- 

こ

.

.

.

. 

.

r-
l理
論
經
濟®

*

致
木
落
猜
論

(

中
卷)

口
ー.ザ
•

ル
タ■
セ
ン
ブ
ル
ダ
、
長
杼
部
文
雄
譯 

(

耑
波
文
蜞)

：
菊
平
俄
ニ
三
九
.頁

 

“

锻

波:

書
店 

*,

货
幣
、
，第

1.'

册—

货
幣
の
恶
礎
槪
念
友
岡
：久

雄

著

.
菊

，
判
ー
：
六

三

耳 

:

く
.
：

. 

: 

;
.-
.
• 

: 

:
>
. 

:

•:
:

.

:

，
，
.
. 

•
:
. 

:
. 

: 

0

 

松

堂

.

.
,
#學
の.方
法
マ

」

し
て
の
唯
，物
辦
證
法

(

唯
物
論'硏
究
、1
1四
，敬
、
昭
和
九
•

.
.

i
s

i
K

I I

一
 

f

 

I

 畜

丨
十
八0
 

、

ン
：
 

丸

谷

蕃

市 

不
合
競̂

に
つ
い
て0
經
濟
論
叢"【

1
ー
九
卷
四
號
、
昭
和
九

..一
:
0
、

.
1

九 

|

三
六'頁〕

：;;
-

,

高
{1
1

保
馬 

使
咐
憤
値
の
拽
認
識(

中
央
公
論
、
四
九
¥

I 

ニ
練
、
昭
和
九
.ム

ニ

、

ニ
：
. 

九
丨
ー
ニ
九

1
2
0 

ニ
木
.
".
保

幾 

ヴ
メ 
>

>

.ル

.の.

.
H然
利
子
論
.

c

上
0(

經
濟
論
蕺
、
三
九
卷
四
號
、昭
和
九
，

1

〇
、九
三K

1
T

五
；
S

 

■くデ：

.
:
バく
青山
、
秀
夫

 

货
幣
的
觉
氣
规
論
：9
叛
本
類
.塑(

5

(

國
说
絨
濟
雜
織
、苏
七
卷
四
號
、
 

、
昭
利
九
こ 
o

、
一
九
丨
叫
四
：
S

 

V

. 

^

广
シ
ス
*;
4

丨
タ
ー
著
.

「

現
代
經
濟
理
論
の
任
務」

，

(

三
m

學
會
雜
誌
、I j 

分
八
卷
"一

o

l

r
 昭
和
九
‘一

:〇
^
:
.

四11

パ
：1
5T
Q

頁)
. 

'

氣
？

8
1
1

最
：近
I

文
献
ク

中
山#
知
郎.氏
n
純
粹
經
浒
學
し(

商
業
：經
濟
論
锻
、

--
•

ニ
卷
別
册
、
昭
和 

九
•
九
、H

.

五
1

.

1三
三S
.
 

' 

{

I
葚
.代
踩 

*

tta
u
e
r

*:
F
 

” .
'
D
i
e

 

.
E
r
t
r
a
g
s
t
h
e
o
r
l
e

 

0
 

d

:n>
r
'
f
r
a
n
z

o;S
I
S
C
I
l
e
n
.

t-u
e
r
a
t
u
r
.

.
:w

s
r
z
b
u
r
g
.

.1
9
3
3
. 

G
O

 

s
.

 

J
n
n
s
b
r
u
c
k
,
.
.
D
i
s
s
.

*
B

p *U
J
e
a
u
d
，

H
,
:

 

.
E
s
s
a
i
.
w
u
r

 

l
a

 

tll

rts
o
n
e
'
r
i
c
a
r
c
u
e
n
n
e
.

 .
d
e

 

J
a

 

<
p
^
c
w
.
. 

.
P
r
6
f
.
-
.

.'d
e

 

G
a
€
t
a
n
.
.
'
p
i
r
o
u
，

E
n
.

 

a
p
p
e
n
d
i
c
e
,
.

 

i
e
t
t
r
e
s

 

.
d
e

 ■I

x-I
c
a
r
c
l
o
.

 

P
a
r
i
s
,

S

3
4
. 

p

 

2
4
7
:'p

.

ハ

.

■

*
B
o
i
z
»

,
1,1

.
:

 

w
i
n

 

.
n
e
u
e
r

 '
"
v
v
e
g
.

N
u
r
.

 

w
r
f
o
r
s
o
h
u
n
g
.

 

u
n
d

 

D
a
r
s
t
e
l
l
u
n
g

 

V
O
I
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
s
,

 

.
z
u
s
m
m
s
h
a
n
g
e
.

 

.
v
o
r
t
r
.

 

.
w
f
i
r
z
b
u
r
g
'

 

..1
9
CO
3
. 

4
7

 

.
g
e
z
.

 

E
l
.

s .
t A

b
b
.

*
.
B
r
a
u
e
r
,
.
'
T
.
.
:

 

.
.
D
i
e

 

.
w
i
n
f

Eil
u
n
g

 ,
d
e
r

<JO
.
H
<
s
w
i
r
t
s
c
l
l
a
f
t
,

 

E
i
n

 

.
s
t-c
i
d
i
e 

-
u
b
e
r
.

 

d
,
》
G
e
g
e
n
s
t
a

ロd
.
A
:

.
 d

.

 

.
v
o
l
k
s
w
l
.
r
t
s
c
l
a
a
f
k
l
e
l
l
r
e
.

 

J
e
n
a
.

 

1
9
3
4
.

.

「

s

a

s

,

M

V3

cn
o
.
.

*
w
u
c
k
e
d
,

 

w
.

 

:
'
K
a

XJi
t
a
I
t
!
l
c
o
r
e
t
i
s
c
l
l
e
c
n
t
e
r
s
u
c
h
u
B
J
r
e
n
.

 

M
i
t

 

r
t
. 

EB-
广 

i
n

 

d

r
c/
a 
日

B
 
卜 

u
n
cr
Q

”，
，':

:
ンV

a
s

 

l
e
h
t
e
t

 

.

.cu

.
v 

n
a
t

o -n
a
l

o.-
l
c
o
n
o
m
b
c
h
e

 

.
T
h
e
o
r
i
e
'
?
:

 

J
e
s
v
. 

1
9
3
4
.
.
-
1
9
4

 

s
,

 

r

p

r

o

b

o

B

e

 

d
.

 .
t
l
i
e
o
r
e

r-.
N
a
t

o -n
a
l
*

 

OJk
o
a
o
m
l
e
.

 

l

o
-'
M

'

.

s

"

'

.

.'

.

ン

：
'
'
 

J
f
t
G
o
s
s
e
l
l
.
'
F
.
V

'''
.
G
e
b
i
l
d
t
l
l
e
o
r
i
e
'
.
u
n
d
.
'
U
E
V
e
r
s
a
.
l
i
s
m
u
s
.

 

i
n

 

d
e
r
'
t
h
e
o
r
?

 

t
l
s
c
h

'rt
n

 

N
a
t
i
o
n
a
l

OJI
c
o
n
o
m
i
e
.

 

E
i
n

 

m
e
t
h
o
d
o
l
.

 

v
e
r
g
;
I
*
U
n
t
e
r
s
.

 

d
.

 

T
h
e
o
r
i
c
n
.
.
.

 

.
v
o
n
:
.
'
F
r
.

 

.
;
v
.
.
/
G
o
t
t
l
-
c
t
t
l
i
i
i
e
n
f
e
I
d
;
u
.

'::
o
t
.
h
m
a
r

 
ノ s

p
a
n
p
.

 ̂

b
^
w
w
.

1；

四

九

(

l

A

o

$


